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3月18日、黒岩小学校第103回卒業式が行われ、2名の卒業生が巣立ちました。

卒業式の、式辞の中で2年前の東日本大震災を例にとり、大変な状況の中でもパニックに

なったり、略奪などをすることなく、冷静に、被災地のあちこちに笑顔の花を咲かせた多く

の日本人達のこと、そして大変な状況にもかかわらず心のこもった支援をしてくれた多くの

国の事をこれからも語り継いでいってほしいと述べました。そして、今もなお、凜として生

きている日本人の優しさや、節度ある心を、誇りを持って引き継いでいってほしいと願いま

した。

被災され、そして今もなお、避難所や仮設住宅での苦しい生活を余儀なくされている方々

も大勢います。この震災の教訓を受け継ぎ、語り継いでいくのは、私たち大人の責任である

と共に、これからの社会を築いていくであろう子ども達なのです。

先日、5年生に「6年生がいなくなったら、寂しくなるね。もう一年残ってもらおうか」

と、冗談交じりに話をしたら「それじゃ、私たちが6年生になれないので困ります」という、

実に頼もしい言葉が返ってきました。3名の5年生にも、4月からは6年生として頑張ってい

くんだという自覚がしっかりとできているのだと思いました。

さて、来年度は、「閉校・統合」の年になり、3名の卒業生を送り出すだけではなく、残っ

た在校生もこの黒岩小学校を旅立っていかなくてはなりません。4月からの一日一日の全て

が、子ども達の旅立ちの日に向けた歩みになるわけです。もちろん、様々な行事の一つ一つ

が「黒岩小学校最後の行事」になります。

130年に及ぶ長い学校の歴史の灯火を一つ一つ消していくようで、何とも辛く悲しい思い

がします。だからこそ、その一歩一歩の歩みをしっかりと確実に進め、明日への力と換えて

行くのでなければなりません。

ろうそくの灯は、消えゆく瞬間が最も美しく光り輝いているといいます。

人の世は 別れがあるから美しく 出会いがあるからこそ 素晴らしい

この言葉の意をくんで、今年、学舎を後にした卒業生の思

いと共に、黒岩小学校がその歴史の中で最も美しく輝けるよ

うな1年にしていきたいと思います。

地域や保護者の皆様には、これまで1年間のご協力にたい

し、心よりお礼申し上げます。そして、4月からの1年間は、

これまで以上にご協力いただかなければならない場面が多く

有るとは思いますが、益々の学校の教育活動へのご理解とご

協力をお願いいたします。
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小雨のまじる中、教育委員会、八雲中学校のご臨
席をいただき卒業式が行われました。町内会役員様、
閉校記念協賛会会長様、地域からたくさんの方にご
参加いただきました。
いつも顔を合わせている子どもたちですが、この

日は、いつもと違う厳かな雰囲気の中、お互いに緊
張した顔つきで接していました。
いつも学校にいるのが当たり前だった６年生の詩

乃さんと勝巳君。
真新しい制服がぴったりの詩乃さんと勝巳君。

これからはもう学校で会うこともありません。とて
も寂しい思いです。中学校に行っても持ち前の明る
さと根性で立派に成長してください。

２２日（金）に修了式が行われ、６名の児童に修了証がわたされました。どの子もこの１年間の成長
は著しいものがあります。来年度は、３年生以下の児童がいなくなります。
教職員４名、児童６名の計１０名でこの黒岩小学校を支えていくことになります。
この１年間、保護者の皆様、地域の皆様の学校に対するご支援をいただき誠にありがとうござい

ました。
また、４月に新たな気持ちで、子どもたちに会えることを願っております。

春 休 み の 生 活
○ 交通事故に気をつけましょう。（自転車はまだ乗ることができません）

○ 規則正しい生活をしましょう。（休み中も「早寝早起き朝ご飯」）

○ 新年度の準備を進めましょう。（学用品の補充、学習環境の整備を）

○ 健康に気をつけましょう。 （栄養、睡眠、運動のバランスを保って！）

教頭 高井 真浩（函館市立磨光小学校へ）

この度の異動で函館市立磨光小学校へ転出することになりました。児童数が減少し、学級数も減

ということで、とうとう教頭配置がなくなってしまいました。私が転出し、新しい教頭の来ないま

ま、新年度がスタートすることになります。地域の方、保護者の皆様には、ご迷惑をおかけすること

もあるかと思います。

本校の閉校まで、あと１年。とても心苦しい気持ちと未練が残ります。

この黒岩小学校には、たくさんの思い出があります。一つ一つの学校行事はもちろん、町民運動

会や神社の祭典、地域の方に足をお運びいただくこともたくさんありました。特に今年度は、閉校

の準備でご足労願いました。

子どもたち、保護者の皆様、地域の方々と共に過ごした２年間は、私にとって忘れることのでき

ないものです。本来ならば一件一件ご挨拶に伺うところですが、この紙面をもって替えさせていた

だきます。２年間、大変お世話になり、また温かく見守ってくださりありがとうございました。


